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(57)【要約】
　光走査型内視鏡１は、先端と基端を有し、被検体に照
明する光を導光する光ファイバ２１，２２と、被検体か
らの戻り光を導光する受光ファイバ束３１と、複数の光
ファイバ２１，２２を１つに融着接続する融着部２３と
、融着部２３よりも先端側に形成される屈曲部２４と、
屈曲部２４と受光ファイバ束３１との間に介装される遮
光部材２５と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端と基端を有し、被検体に照明する光を導光する光ファイバと、
　前記被検体からの戻り光を導光する受光ファイバ束と、
　複数の前記光ファイバを１つに融着接続する融着部と、
　前記融着部よりも前記先端側に形成される屈曲部と、
　前記屈曲部と前記受光ファイバ束との間に介装される遮光部材と、
　を具備することを特徴とする光走査型内視鏡。
【請求項２】
　前記融着部および前記受光ファイバ束が異なる内部空間に配設されていることを特徴と
する請求項１に記載の光走査型内視鏡。
【請求項３】
　外部機器と着脱自在に接続される内視鏡コネクタを備え、
　前記屈曲部が前記内視鏡コネクタ内に設けられていることを特徴とする請求項１または
請求項２に記載の光走査型内視鏡。
【請求項４】
　前記内視鏡コネクタから延設するケーブルを備え、
　前記融着部が前記ケーブル内に設けられていることを特徴とする請求項３に記載の光走
査型内視鏡。
【請求項５】
　前記光ファイバをループ状に形成した前記屈曲部であることを特徴とする請求項１から
請求項４のいずれか１項に記載の光走査型内視鏡。
【請求項６】
　前記遮光部材は、前記屈曲部を被覆する管状部材であることを特徴とする請求項１から
請求項５のいずれか１項に記載の光走査型内視鏡。
【請求項７】
　前記管状部材は、前記融着部も被覆するように配設されていることを特徴とする請求項
６に記載の光走査型内視鏡。
【請求項８】
　前記遮光部材は、前記屈曲部に並設される範囲以上に前記受光ファイバ束を被覆する管
状部材であることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の光走査型内
視鏡。
【請求項９】
　前記融着部よりも前記先端側の前記光ファイバの外径を前記融着部よりも前記基端側の
前記光ファイバの外径よりも小さくしたことを特徴とする請求項１から請求項８のいずれ
か１項に記載の光走査型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光を照射する照明ファイバを走査させて戻り光を検出して画像化する光
走査型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの固体撮像素子を有した撮像装置により被写体像を
光電変換して、モニタに取得画像を表示する電子内視鏡がある。近年、このような固体撮
像素子の技術を用いず、例えば、日本国特開２０１１－５０６６７号公報に開示されるよ
うに、被写体像を画像表示する装置として、光源からの光を導光する照明用の光ファイバ
の先端を２次元走査させ、被写体からの戻り光を受光用のファイババンドルで受光して、
経時的に検出した光強度信号を用いて２次元画像化する光走査型内視鏡が知られている。
この日本国特開２０１１－５０６６７号公報には、光源ユニットとの光損失を低減化させ
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る光走査型内視鏡の技術が開示されている。
【０００３】
　ところで、従来の光走査型内視鏡は、１本の照明用の光ファイバが挿入部、操作部、こ
の操作部にケーブルを介して接続される内視鏡コネクタまで配設されているため、これら
の部材を組立てる際に、照明用の光ファイバが折れないように組み付ける必要があり、非
常に組立性が悪いという問題があった。
【０００４】
　さらに、照明用の光ファイバは、１本であるため光走査型内視鏡の内部で折れてしまう
と、修理時に光走査型内視鏡の略全体を分解して交換する必要が生じてメンテナンス性が
非常に悪いという課題がある。
【０００５】
　また、照明用の光ファイバは、光走査型内視鏡の内部で接続する構成であると、ファイ
バ接続部のコアのズレにより、クラッド内に入り込んだ照明光の一部が屈曲する部分で漏
れ光が生じる。
【０００６】
　一方、受光用のファイババンドルは、複数本の光ファイバの一部が折れている場合があ
り、その折れた光ファイバに照明光の漏れ光が入光してしまうと検出する画像劣化が生じ
てしまうという課題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、組立性およびメンテナンス性
が向上し、照明用の光ファイバからの漏れ光が受光用のファイババンドルへの入光による
画質劣化を防止した光走査型内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の光走査型内視鏡は、先端と基端を有し、被
検体に照明する光を導光する光ファイバと、前記被検体からの戻り光を導光する受光ファ
イバ束と、複数の前記光ファイバを１つに融着接続する融着部と、前記融着部よりも前記
先端側に形成される屈曲部と、前記屈曲部と前記受光ファイバ束との間に介装される遮光
部材と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施の形態の光走査型内視鏡の構成を示す図
【図２】同、第１および第２の内視鏡コネクタの内部構成を示す図
【図３】同、第１および第２の照明ファイバを融着接続した融着部の構成を示す断面図
【図４】同、変形例の第１および第２の照明ファイバを融着接続した融着部の構成を示す
断面図
【図５】第２の実施の形態の光走査型内視鏡の構成を示す図
【図６】同、ファイバ収容部の内部構成を示す図
【図７】同、変形例の光走査型内視鏡の構成を示す図
【図８】同、変形例のファイバ収容部の内部構成を示す図
【図９】第３の実施の形態の内視鏡コネクタの内部構成を示す図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明である光走査型内視鏡について説明する。なお、以下の説明において、各
実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部
分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間にお
いても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。　
（第１の実施の形態）
　先ず、図１から図３を用いて、本発明の第１の実施の形態の光走査型内視鏡の構成につ
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いて以下に説明する。図１は、光走査型内視鏡の構成を示す図、図２は第１および第２の
内視鏡コネクタの内部構成を示す図、図３は第１および第２の照明ファイバを融着接続し
た融着部の構成を示す断面図である。
【００１１】
　スキャン内視鏡である光走査型内視鏡１は、所定の可撓性を備えたチューブ体を主体と
して構成され、生体内に挿通される細長な挿入部２を有する。挿入部２は、先端側に先端
部３が設けられ、この先端部３の基端に連設された可撓管部４を有している。
【００１２】
　なお、ここでは可撓性を有する挿入部２を例示しているが、これに限定されることなく
、挿入部２が硬質な所謂硬性鏡としてもよい。さらに、挿入部２は、湾曲部を備えた構成
としてもよい。
【００１３】
　挿入部２の可撓管部４の基端は、操作部としての把持部５に接続されている。この把持
部５からは、ユニバーサルケーブルであるロングケーブルとしての複合ケーブル６が延設
され、この複合ケーブル６の基端部に受光側コネクタである第１の内視鏡コネクタ７が配
設されている。
【００１４】
　第１の内視鏡コネクタ７の側部からは、ショートケーブルとしての照明ケーブル８が延
設され、この照明ケーブル８の基端に照明側コネクタである第２の内視鏡コネクタ９が配
設されている。
【００１５】
　これら第１のコネクタ７および第２のコネクタ９は、照明光源ユニットおよび受光した
光から被写体像を画像化するビデオプロセッサユニットを内蔵する図示しない外部機器で
ある本体装置と着脱自在に構成されている。
【００１６】
　先端部３には、照明レンズなどにより構成される図示しない照明光学系および検出光学
系が設けられている。
【００１７】
　先端部３から挿入部２、把持部５、複合ケーブル６、第１の内視鏡コネクタ７、照明ケ
ーブル８および第２のコネクタ９内には、本体装置からの光を導光し、生体に照明光を照
射する光学素子としての光ファイバである照明ファイバ２１，２２（図２参照）が配設さ
れている。なお、照明ファイバ２１，２２によって導光された本体装置からの照明光は、
被写体に照射される。
【００１８】
　なお、先端部３には、照明ファイバ２１の先端を所望の方向に螺旋走査させる図示しな
いアクチュエータが設けられており、このアクチュエータへの駆動電流を供給する図示し
ないリード線などの電気配線が先端部３から挿入部２、把持部５、複合ケーブル６および
第１のコネクタ７内に配設されている。
【００１９】
　先端部３から挿入部２、把持部５、複合ケーブル６および第１のコネクタ７内には、照
明ファイバ２１，２２に導光された照明光が照射された被写体からの戻り光を受光する受
光部としての複数の光ファイバからなる受光ファイバ束である検出ファイババンドル３１
（図２参照）が設けられている。
【００２０】
　第１のコネクタ７は、本体装置に設けられた図示しない第１のレセプタクル部に差し込
まれて接続され、電気的接続のための複数の電極が配設された電極部１１と、この電極部
１１の基端から延出する雄型光コネクタである受光ファイバ固定部１２と、が配設されて
いる。
【００２１】
　第２のコネクタ９は、本体装置に設けられた図示しない第２のレセプタクル部に差し込
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まれて接続され、基端から延出する雄側光コネクタである照明ファイバ固定部１３が配設
されている。
【００２２】
　なお、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、本発明の要部の構成要素以外が周知なもの
であるため、それら構成要素の詳細な説明を省略する。
【００２３】
　次に、光走査型内視鏡１の内部に配設される照明ファイバ２１，２２および融着部２３
の構成について、以下に詳しく説明する。
【００２４】
　図２に示すように、照明ファイバ２１，２２は、複数、ここでは２本の光ファイバが融
着部２３によって接続されて１本の照明導光体として構成されている。ここでの融着部２
３は、検出ファイババンドル３１が設けられていない照明ケーブル８内に配置されている
。
【００２５】
　なお、融着部２３の位置は、照明ケーブル８内に限定されることなく、光走査型内視鏡
１の内部のいずれの位置でもよいが、検出ファイババンドル３１と並置されない箇所、即
ち、異なる内部空間に設けることが好ましい。
【００２６】
　これら照明ファイバ２１，２２のうち、融着部２３を境にして、先端側となる挿入部２
側へ照明光を伝送して被写体へ出射する被検体側を第１の照明ファイバ２１とすると、こ
の第１の照明ファイバ２１は、接続余長などのためのループ状の屈曲部２４が融着部２３
の近傍形成された状態で第１の内視鏡コネクタ７内に収容されている。なお、屈曲部は、
ある程度の曲がりを有していれば良く、ループ状に限定されることはない。
【００２７】
　一方、照明ファイバ２１，２２のうち、融着部２３よりも基端側となる照明光の第２の
照明ファイバ２２とすると、この第２の照明ファイバ２２は、照明ケーブル８の中途から
第２のコネクタ９の照明ファイバ固定部１３まで配設されている。
【００２８】
　そして、第１の内視鏡コネクタ７内において、第１の照明ファイバ２１に形成されたル
ープ状の屈曲部２４を覆うように、この屈曲部２４と受光ファイババンドル３１との間に
介装される遮光部材である管状部材の遮光チューブ２５が設けられている。この遮光チュ
ーブ２５は、黒色などのエラストマチューブ、テフロン（登録商標）チューブ、熱収縮チ
ューブなどが用いられている。
【００２９】
　なお、遮光部材は、屈曲部２４を覆う遮光チューブ２５に限定されることなく、第１の
照明ファイバ２１の屈曲部２４と受光ファイババンドル３１との間に設けられていれば良
く、例えば、遮光壁としてもよい。
【００３０】
　ここでの第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２は、図３に示すように
、それぞれのコア２６ａ，２６ｂが１．５μｍ～３．５μｍのコア径ｄ１、クラッド２７
ａ，２７ｂが８０μｍ～１７０μｍのクラッド径ｄ２および外皮コーティングであるジャ
ケット２８ａ，２８ｂが１５０μｍ～３５０μｍのジャケット径ｄ３をそれぞれ有する同
一種および外径の光ファイバが用いられている。
【００３１】
　なお、融着部２３は、第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２のジャケ
ット２８ａ，２８ｂが所定の長さで剥ぎ取られ、それぞれのコア２６ａ，２６ｂの芯合わ
せを行った後に、各コア２６ａ，２６ｂおよび各クラッド２７ａ，２７ｂ同士を互いに融
着した後、リコーティング部である樹脂製の熱収縮スリーブ、樹脂成型などの補強部材２
９がそれぞれのジャケット２８ａ，２８ｂの端部分を含めて融着部分が被覆された構成と
なっている。
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【００３２】
　以上のように構成された本実施の形態の光走査型内視鏡１は、第１の照明ファイバ２１
および第２の照明ファイバ２２の２本を融着部２３によって接続して１本にする構成とな
っており、第１の照明ファイバ２１および検出ファイババンドル３１を配設した挿入部２
、把持部５、複合ケーブル６および第１の内視鏡コネクタ７を組んだユニットと、第２の
照明ファイバ２２を配設した照明ケーブル８および第２の内視鏡コネクタ９を組んだユニ
ットと、を融着部２３を境にして２つのユニットに分けて組立を行うことができる。
【００３３】
　これにより、光走査型内視鏡１は、挿入部２から第１の内視鏡コネクタ７までのユニッ
トと照明ケーブル８および第２の内視鏡コネクタ９のユニットを個別に組付けた後、第１
の照明ファイバ２１と第２の照明ファイバ２２を融着接続して融着部２３を形成してから
上記２つのユニットを組み付けることにより、従来に比して組立性が良くなるという利点
がある。
【００３４】
　また、第１の照明ファイバ２１または第２の照明ファイバ２２が折れたとしても、光走
査型内視鏡１全体を分解して、折れた第１の照明ファイバ２１または第２の照明ファイバ
２２を交換する必要がなく、不具合の生じている一方側のユニットのみを分解して不具合
が生じている照明ファイバを交換した後、再度、融着部２３を形成すればよいため、他方
側のユニットを分解する必要が無く、従来に比してメンテナンス性も良くなると共に、修
理費用も低減することができる。
【００３５】
　さらに、本実施の形態の光走査型内視鏡１では、融着部２３よりも挿入部２側となる先
端側、即ち被検体側に屈曲部２４を形成することで、融着部２３で若干生じてしまう第１
の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２の各コア２６ａ，２６ｂのズレによっ
て先端側の第１の照明ファイバ２１のクラッド２７ａ内に入り込んだ照明光の漏れ光が屈
曲部２４において放射され、屈曲部２４よりも挿入部２側の先端側に漏れ光が伝送されな
いようにしている。
【００３６】
　そして、屈曲部２４を覆うように遮光チューブ２５を設けることで、屈曲部２４で放射
された漏れ光が検出ファイババンドル３１に入光することが防止される。
【００３７】
　したがって、受光用の検出ファイババンドル３１は、屈曲部２４の近傍において、一部
が折れていたとしても、その折れたファイバ内に照明光の漏れ光が入光することがないた
め、被写体からの戻り光に影響を及ぼすことなく、画像劣化を防止することができる。
【００３８】
　また、ここでの光走査型内視鏡１は、第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイ
バ２２を接続した融着部２３を検出ファイババンドル３１と並置されない異なる空間とな
る照明ケーブル８内に設けることで、照明ケーブル８自体が遮光部材となり、融着部２３
から放射される照明光の漏れ光が検出ファイババンドル３１に入光することが防止される
。
【００３９】
　以上の説明から、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、組立性およびメンテナンス性が
向上し、照明用の第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２からの漏れ光が
受光用の検出ファイババンドル３１への入光による画質劣化を防止することができる。
【００４０】
（変形例）
　ところで、挿入部２の先端部３に設けられたアクチュエータによって駆動する照明用の
第１のファイバ２１は、所望の螺旋走査制御が容易に行えるように外径が細いほうがよい
。
【００４１】
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　そのため、図４に示すように、第１の照明ファイバ２１を第２の照明ファイバ２２より
も細径なものとすることが好ましい。なお、図４は、第１の実施の形態の変形例に係る第
１および第２の照明ファイバを融着接続した融着部の構成を示す断面図である。
【００４２】
　具体的には、本変形例の第１の照明ファイバ２１のコア２６ａは、第２の照明ファイバ
２２のコア２６ｂのコア径ｄ１と同一の１．５μｍ～３．５μｍのコア径ｄ４（ｄ１＝ｄ
４）を有している。また、第１の照明ファイバ２１のクラッド２７ａも、第２の照明ファ
イバ２２のクラッド２７ｂのクラッド径ｄ２と同一の８０μｍ～１７０μｍのクラッド径
ｄ５（ｄ２＝ｄ５）を有している。
【００４３】
　しかし、第１の照明ファイバ２１の外皮コーティングであるジャケット２８ａのみが、
第２の照明ファイバ２２のジャケット２８ｂのジャケット径ｄ３よりも小さな（細い）４
０μｍ～１２０μｍのジャケット径ｄ６（ｄ３＞ｄ６）を有している。
【００４４】
　このように外径が異なる第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２は、コ
ア２６ａ，２６ｂおよびクラッド２７ａ，２７ｂ同士を融着接続した後、上記実施の形態
と同様に、補強部材２９によってそれぞれのジャケット２８ａ，２８ｂの端部分を含めて
融着部分が被覆される。
【００４５】
　このような構成とすることで、挿入部２の先端部３に設けられたアクチュエータによっ
て駆動する第１の照明ファイバ２１の先端部分を所望の螺旋走査制御が容易に行えると共
に、第２の照明ファイバ２２よりも高価な細径の第１の照明ファイバ２１の使用量を削減
することができるため、初期費用および第１の照明ファイバ２１に不具合が生じてもメン
テナンス費用の低減も行える。
【００４６】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態の光走査型内視鏡について図５および図６を用いて以
下に説明する。図５は、光走査型内視鏡の構成を示す図、図６はファイバ収容部の内部構
成を示す図である。なお、ここでの光走査型内視鏡１の構成は、第１の実施の形態の変形
例であり、既述の構成要素については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００４７】
　図５に示すように、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、図示しない本体装置に着脱自
在に接続される内視鏡コネクタ１４が１つの構成となっている。
【００４８】
　内視鏡コネクタ１４は、本体装置に設けられた図示しないレセプタクル部に差し込まれ
て接続され、電極部１１と、この電極部１１の基端から延出する受光ファイバ固定部１２
および照明ファイバ固定部１３と、が配設されている。
【００４９】
　また、光走査型内視鏡１は、把持部５と内視鏡コネクタ１４とを繋ぐ複合ケーブル６に
ファイバ収容部１５が介装されている。
【００５０】
　図６に示すように、ファイバ収容部１５は、複合ケーブル６を略直交するように接続す
るボックス体である。
【００５１】
　このファイバ収容部１５には、複合ケーブル６内に配設された第１の照明ファイバ２１
および検出ファイババンドル３１が配設され、第１の照明ファイバ２１を覆うように遮光
チューブ２５が設けられている。
【００５２】
　第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２を融着接続した融着部２３は、
ファイバ収容部１５の近傍において、このファイバ収容部１５と内視鏡コネクタ１４とを
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繋ぐ複合ケーブル６内に配置されている。
【００５３】
　なお、第１の照明ファイバ２１は、融着部２３が近傍に設けられたファイバ収容部１５
内において、ここでは略Ｌ字状に曲げられた屈曲部２４を有するように配設されている。
そして、この屈曲部２４を覆うように遮光チューブ２５が設けられている。
【００５４】
　なお、遮光チューブ２５は、融着部２３も覆うように、ファイバ収容部１５と内視鏡コ
ネクタ１４とを繋ぐ複合ケーブル６内に延設されている。
【００５５】
　このような構成とすることで、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、１つの内視鏡コネ
クタ１４を本体装置（不図示）のレセプタクル部に対して着脱する１回の動作によって、
本体装置との第１および第２の照明ファイバ２１，２２からなる１本の光ファイバの伝送
路および検出ファイババンドル３１の伝送路を確立させる接続を行うことができる。
【００５６】
　さらに、ここでの光走査型内視鏡１においても、第１の実施の形態と同様に、第１の照
明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２の２本を融着部２３によって接続して１本
にする構成となっているため、ファイバ収容部１５を境にして２つのユニットに分けて組
立を行うことができ、従来に比して組立性が良くなると共に、メンテナンス性も良くなり
、修理費用も低減することができる構成となる。
【００５７】
　また、ここでの光走査型内視鏡１でも、融着部２３よりも挿入部２側となる被検体側の
ファイバ収容部１５内に屈曲部２４を形成することで、第１の照明ファイバ２１のクラッ
ド２７ａ内に入り込んだ照明光の漏れ光が屈曲部２４において放射され、屈曲部２４より
も挿入部２側の先端側に漏れ光が伝送されないようにし、屈曲部２４を覆うように遮光チ
ューブ２５を設けることで、屈曲部２４で放射された漏れ光が検出ファイババンドル３１
に入光することが防止される。
【００５８】
　さらに、ここでの光走査型内視鏡１は、第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファ
イバ２２を接続した融着部２３も覆うように遮光チューブ２５が設けられているため、融
着部２３から放射される照明光の漏れ光が検出ファイババンドル３１に入光することが防
止される。
【００５９】
　以上の説明から、本実施の形態の光走査型内視鏡１においても、第１の実施の形態と同
様に、組立性およびメンテナンス性が向上し、照明用の第１の照明ファイバ２１および第
２の照明ファイバ２２からの漏れ光が受光用の検出ファイババンドル３１への入光による
画質劣化を防止することができる。
【００６０】
（変形例）
　なお、図７および図８に示すように、光走査型内視鏡１は、把持部５と内視鏡コネクタ
１４とを繋ぐ複合ケーブル６を略直線状に接続するようなファイバ収容部１６を介装して
もよい。なお、図７は、第２の実施の形態の変形例に係る光走査型内視鏡の構成を示す図
、図８はファイバ収容部の内部構成を示す図である。
【００６１】
　ここでの第１の照明ファイバ２１は、ファイバ収容部１６内において、ここではループ
状に形成された屈曲部２４を有するように配設され、このループ状の屈曲部２４を覆うよ
うに遮光チューブ２５が設けられている。
【００６２】
　このような光走査型内視鏡１の構成としても、上述と同一の作用効果を有すると共に、
複合ケーブル６が略直線状となるため、複合ケーブル６を略直交するように接続するファ
イバ収容部１５よりも、使用時の取り回しが行い易い構成とすることができる。
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【００６３】
（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態の光走査型内視鏡について図９を用いて以下に説明す
る。図９は、内視鏡コネクタの内部構成を示す図である。なお、ここでの光走査型内視鏡
１の構成は、第１および第２の実施の形態の変形例であり、既述の構成要素については、
同一の符号を付して説明を省略する。
【００６４】
　図９に示すように、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、図示しない本体装置に着脱自
在に接続される内視鏡コネクタ１７が１つの構成となっている。ここでの内視鏡コネクタ
１７も、本体装置に設けられた図示しないレセプタクル部に差し込まれて接続される。
【００６５】
　そして、本実施の形態では、第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２を
融着接続した融着部２３が内視鏡コネクタ１７内に配置されている。また、第１の照明フ
ァイバ２１は、内視鏡コネクタ１７内において、融着部２３の近傍で複数に曲げられた屈
曲部２４を有するように配設されている。
【００６６】
　本実施の形態においては、遮光チューブ２５が第１の照明ファイバ２１の屈曲部２４を
覆う構成ではなく、屈曲部２４からの漏れ光が検出ファイババンドル３１に入光しないよ
うに、検出ファイババンドル３１を覆うように遮光チューブ２５が配設されている。
【００６７】
　即ち、遮光チューブ２５は、第１の照明ファイバ２１の屈曲部２４からの漏れ光が検出
ファイババンドル３１に入光しないように、屈曲部２４に並設される範囲以上に検出ファ
イババンドル３１を被覆するように配設されている。
【００６８】
　このような構成としても、本実施の形態の光走査型内視鏡１は、１つの内視鏡コネクタ
１７を本体装置（不図示）のレセプタクル部に対して着脱する１回の動作によって、本体
装置との第１および第２の照明ファイバ２１，２２からなる１本の光ファイバの伝送路お
よび検出ファイババンドル３１の伝送路を確立させる接続を行うことができると共に、照
明用の第１の照明ファイバ２１および第２の照明ファイバ２２からの漏れ光が受光用の検
出ファイババンドル３１への入光による画質劣化を防止することができる。
【００６９】
　なお、上述の第１および第２の実施の形態の構成においても、本実施の形態の構成のよ
うに、遮光チューブ２５によって第１の照明ファイバ２１の屈曲部２４を覆う構成ではな
く、屈曲部２４からの漏れ光が検出ファイババンドル３１に入光しないように、検出ファ
イババンドル３１を覆うように遮光チューブ２５を配設してもよい。
【００７０】
　なお、上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることな
く、その他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可
能である。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される
複数の構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００７１】
　例えば、実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べ
られている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除された構成が発明として抽出され得るものである。
【００７２】
　本発明によれば、組立性およびメンテナンス性が向上し、照明用の光ファイバからの漏
れ光が受光用のファイババンドルへの入光による画質劣化を防止した光走査型内視鏡を提
供することができる。
【００７３】
　本出願は、２０１５年１２月９日に日本国に出願された特願２０１５－２４０４６５号
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